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和歌山県立桐蔭高等学校

保健室

熱中症は予防が大切！
１．暑い日は無理をしない。
・テスト開けの日は要注意！（しばらく運動をしていないうえに睡眠不足が重なる）

２．水分・塩分の補給をし休養をとる。

３．涼しい服装を心がけ、帽子をかぶるなど直射日光を避ける。

４．体調が悪い時（寝不足・下痢・風邪ぎみ・朝食抜き）は危険！
・勇気をもって活動や運動を中止しましょう

保健室利用者の中には「昨日、熱中症でした。」という人がいます。寝たら治ると思っているようで

すが、熱中症は脳や心臓、腎臓など全身の臓器がダメージを受けています。熱中症と診断を受けた場合

十分体を休め、すぐに運動や活動を再開しないことが大切です。

保健室から
朝の検温など「健康観察」は、感染症対策だけでなく、

熱中症を予防するうえでも有効です。

風邪や発熱で学校を欠席した場合も『健康観察』を続けてください。そして、医師の指示に従い休

養をとりましょう。登校再開の時には、毎朝Googleでみなさんの健康チェックを行ってくれている

担任の先生に、診断名や医師の指示事項、欠席期間中の様子などを報告してください。

７月中の保健行事
・７月２９日[水] １年生 心電図検査・胸部X線撮影（夏物体操服・髪の長い人は束ねるゴム持参）

・７月３０日[木] ３年生 内科・運動器検診（夏物体操服）

・７月中に、色覚検査も個別に実施します。（希望申込み書提出者のみ）

感染症・熱中症

予防のため健康

観察の徹底を！
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気温はすでに真夏の暑さです。マスクを着用している時は、負荷のかかる

作業や運動を避け、のどが渇いていなくてもこまめに水分補給を心掛けるよう

にしましょう。また、周囲の人との距離を十分ととれる場所では、適宜マスクを

はずして休憩することも必要です。

和歌山県が出している「感染対策１０か条」も「②・④・⑩」の箇所が更新

されましたので、新しいものを掲載しておきます。


